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　2011年 度の児童学科 「児童音楽 覇 の授業において,非 対面指導の一環 として約100名 の履修者
が各 自の携帯端末を使って自身の ピア ノ演奏 を録画 し,イ ンターネッ ト上の指定サイ トにアップ
ロー ド提出する試みを実施 した。この実践中に生 じた幾つかの問題は受信側(指 導者,サ ーバ管理
者)と 送信側(履 修者)双 方に起因するが,受 信側が解決すべき点は,ア ップロー ドサイ トが扱 う
文字 コー ドを変更すること,ア ップロー ド中の表示をよりわか りやす くすること,履 修者の使用メ
ディア,デ ータ容量やアップロー ドの方法に標準的なガイ ドラインを示すことなどであった。 また,
履修者 も,携 帯端末 とパーソナルコンピュータ(以 下,PC)問 のデー タ転送の方法を習得 し.マ
ルチメディアを取 り扱 うことへの"抵 抗感"を 取 り払 う努力をすべ きである。




レッスンにおいて,リ アルタイム(同 期)の 教
室での授業 と2ラ ーニングを組み合わせて教育
の"質 保証"を 目指す取 り組みを行ってきた。
　 これまでに蓄積 してきた研究を振 り返ると,
まず,2006～2008年 の3ヵ 年にわたって,「 児
童音楽1」(2年 次前期開講)に おいて,延 べ









映像 に対 して動画による助言を与え,助 言前後
の学生の演奏を比較 して非対面指導の効果や限
界を示唆した(深 見他,2009)。
　 さらにこれ らの実践 と並 行 して,ピ ア ノ弾 き
歌 い模 範演奏 映像 声楽模 範演奏 映像 とワンポ
イ ン トア ドバ イス,注 釈付 き楽譜 　よ り良い歌
唱の ためのFAQな どの コンテ ンツを企 画 ・制
作 し(Nakahira　 et　aL,2008),2008年4月 よ り,
「教 員 ・保育 者の ための ピア ノ実技eラ ーニ ン
グコー ス」 と して イ ンター ネ ッ ト配信 を開始 し
た(http://Oberon.　 nagaokaut.　 ac.　jp/kwu/
piano)C
　 2009・2010年 度 の 「児童音楽1」 の授業で は,
履修者 に このeラ ーニ ング教材 を反復 して観 る
ように促 し,一 定期 間の 自習後 に演奏映像 を再
提 出させ,あ わせ て視 聴 に対す る感想 を提 出 さ
せ るこ とによって,視 聴前後 の演奏の変化や学
生の気 づ きなどを分析,考 察 した。その結果,
eラ ーニ ング教材 の視 聴 は,初 心 者 には基礎技
能 の習 得の面 で,上 級者 には よ り一層高次 の表
現技 能獲 得の面 で役 立 ってお り,一 般 的には.
ピアノ よ りも歌唱 にお いて進 歩 をもた らす傾 向




　2010年 には上記 コンテ ンツのうち,注 釈付 き
楽譜を発展 させて新たに50曲 の注釈付 き楽譜を
制作 し,「子 どもの うた ピアノ弾 き歌 いベス ト
50」(深 見友紀子編著,赤 羽美希編曲協力,音
楽之友社,2011)と して刊行した。 この楽譜集
の制作過程において,注 釈付 き楽譜 を閲覧する
前後の演奏の変化な どの考察を通 じて,注 釈 と
いう言語 を通 じた模倣,言 い換えるならば"メ
タ認知的言語化"に 着 目す るとともに,こ の
"メタ認知的言語化"と 模範演奏映像 閲覧によ
る"問 身体的想像力"の 同時利用による技能の
向上の可能性 を示 唆 した(Nakahira　 et　a1.,
2011)0
　 また2010年 には 「教員 ・保育者のためのピァ
ノ実技eラ ーニングコース」の制作時に用いた
のと同じノウハウで,「 教員 ・保育者のための
バイエルeラ ーニ ングコース」を制作 し,2011
年度の 「児童音楽1」 の授業において,こ のバ
イエルコンテンツ視聴の効果を分析 した。その
際,我 々の研究実践には不可避である演奏映像
提出に対する"抵 抗感",不 慣 れといった"デ










2.1　 「教員 ・保育者のためのバイエルeラ ー
　　 ニングコース」
　「教員 ・保育者のためのバイエルeラ ーニ ン
グコース」(図1,表1)で は,保 育士,幼 稚
園教諭などの採用試験の課題曲として取 り上げ
られることが多いバイエル教則本の中か ら,60
番以降の楽曲につ き,模 範演奏映像(全 身映像
と手元の映f象 図2)と 注釈付 き楽譜(図3)
を掲載 している。 ピアノ弾 き歌い教材ではな く,
初歩的なピアノ教則本を取 り上げたのは,3つ
の要素,す なわち歌,ピ アノ,両 者の組み合わ
せが複雑に絡み合 っているピアノ弾 き歌いと比







きわぜによるワンパター ンづ)白が鰍 ・こと.鉾Fのhいている曲が少ないことなど.その瀞 ビ7ノのレ'ス〆を「ハィ
エ几」〒始めると盗現力始綬鰭力が召たないということ.
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　　　本60番,88番106番 の3曲 か ら任意の





　③ 履修者は,6月19日 ～7月1日 の期間中
　　　 に自身の演奏を録画 し,指 定サ イ トに
　　　 アップロー ドした。
　④7月11日,指 導者は前述の 「教員 ・保育
　　　者のためのバ イエルeラ ーニ ングコー
　　　 ス」のURLを 履修者に伝え,模 範演奏
　　　映像 と注釈付 き楽譜を反復視聴するよう
　　　 に指示 した。
　⑤ 履修者は,7月21日 ～8月3日 の期間中
　　　 に自身の演奏を再録画 し,③ と同じサイ
　　　 トにアップロー ドした。
　⑥ 実践終了後(10月11日 ～19日),指 導者








置 「KS20」(「研修君」)を 使用 して行 ってきた。
この装置は,富 士フイルム(株)が 開発 した動
画コンテンツ作成システムであ り,撮 影用CCD
カメラと8.4イ ンチのタッチパ ネルと液晶モニ









携帯端末による録画,指 定サ イ トへ のアップ
ロー ドによる提出という方法を採用 した。この
方法を選択 した背景には,ス マー トフォンの普
及,デ ジタルカメラなどの動画撮影機能の向上
などがある。

































ることが可能か どうかを検討 し,解 決するべき
課題を抽出することを目的に,履 修者に対 して
スマー トフォンやiPodの 所有状況,携 帯端末
などでの音楽視聴 ・写真や動画撮影の状況,

























容 量 の 大 き い 映 像 デ ー タ
　 318,930KB,291,213KB,
　 258,952KB,225,455KB,
　 213,076KB(い ず れ もQuickTime
　 Movie形 式)
映 像 デ ー タの 容 量 平 均:87,330KB
3.1　 スマー トフ ォン,iPodの 所有状況
　 表3に ス マ ー トフ ォ ン,iPodの 所 有状 況 の
結 果 を示す。
　 スマー トフ ォンの所 有者(iPhoneとAndroid
端 末の合計)は30名,35.3%だ った。 このア ン
ケー トの実施 直後 に 日本 でiPhone4Sが 発売 さ
れ,そ の所 有率 は若干上 が った と予 想 される。
iPod所 有 に関す る設問 は,日 常 的 に(音 楽)
デー タの転 送 を行 ってい るか を把 握す るための







が,携 帯電話 でウェブペー ジを閲覧す る者は
一100一
発 達 教 育 学 部 紀 要
91.8%と 大多数である。また,91.7%の 者が携
帯電話で写真を撮 り,59.5%の 者が頻繁に撮る
が,携 帯電話で動画を撮 る者は32.9%,頻 繁に
撮る者は9.4%と10%に も満たない。デ ジタル
カメラで動画を撮 るかどうかについては32.9%














いが,音 楽データ形式であるmp　 3に 関しては,
過半数の者が知 っている。
3.4　 デ ータ転 送の経験
　 表6に マルチ メデ ィアデー タ転 送の経験 につ
いての調 査結果 を示す 。
　 デ ー タ転 送 の経 験 な どを知 るた め にiTunes
に 関す る設問 をつ くっ た ところ,iTunesを 使
用 した デ ー タ転送 の 経験 はス マ ー トフ ォ ン,
iPod所 有 と概 ね相 関が あ ると推 察で きる。
　PCに 入 っ て い る デ ー タを ウ ェ ブサ イ トに
ア ップロー ドしたこ とがない者 も42名 と過 半数
を占めた。 しか しなが ら,「 児童音 楽1」 の授
業で は レポー トをKWIINS　 CLASS"に ア ップ
ロー ドさせてい るこ とか ら,42名 が ウェブサ イ
トにア ップ ロー ドした ことが ない とい う結 果は
にわか には信 じが た く,①KWIINS　 CLASSを
ウェブサ イ トと認識 してい ない,② ウェブサ イ
トへ の レポー トの提 出 をア ップロー ドと捉 えて
い ない,③ 大容量転送 サー ビスな どを利用 して
画像や映像 デー タを送 信 した経験 がない,④ 映
像 デ ー タ をYouTubeや ニ コ ニ コ動 画 な どヘ
ァ ップロー ドしたこ とがない,の いずれか に よ
る もの で あ る と推 察 され,ICTに 関 す る用 語
を正 しく把 握 していない実態が 浮 き彫 りになっ
てい る。


















ポータブルオーディオ*で 音楽 を聴 くか
MD(MiniDisc)で 音楽を聴 くか











































aac形 式 を知 っているか
mp3形 式を知っているか
























iTunesを 使 って音楽 をダウンロー ドしたことがあるか
iTunesを 使 って音楽 を専用機器に転送 したことがあるか

























　図4に アップロー ドを行った場所 についての
調査結果 を示す。
　履修者が自身の演奏映像 をアップロー ドした
場所 については,自 宅(お よび下宿)と 大学
(パソコン室)が ほぼ同数 となった。不明 と答
えた者は,同 級生にアップロー ドを委ねたか,
無線LANエ リアなどか らア ップロー ドしたか,





が72,携 帯端末が4,そ の他が8で あった。こ
の ことか ら,ウ ェブに関す る作業 は基本的に






　アップロー ドを行 う前に,録 画 した演奏映像
をみたかどうかについては,一 度 もみなかった
者が2名,1回 みた者が43名,2～4回 みた者
が36名,5回 以上みた者が3名 だった。1回 だ
けならば,正 常に録画ができているかを確認す
るためであろうが,半 数近 くの履修者(46.4%)
は複数回以上みてお り,自 身の演奏 を振 り返っ
ているといえよう。
3.7　 携帯端末による録画,ア ップロー ドを
　　 行 う時に苦労 した点





　間が短 く,一 曲全体 を撮影できなかった。
・録画に際して何度もや り直 し,大 変時間を要
　した。
・デジタルカメラのSDカ ー ドに記録 した演奏
　映像デー タをPCに コピーする方法がわから
　なかった。
・大学のPC教 室のPCと 自宅のPCで は仕様
　が異な り,ア ップロー ドの際に戸惑った。
・ネットワー ク回線が遅い(画 面の砂時計は進
　んでいるものの,「 ア ップロー ド完了」 とい
　 う表示がされるまで時間を要 した)。
・アップロー ド先の画面が白 く表示 された。
・アップロー ドができているのか どうかわか ら
　ず,不 安になった。
・携帯電話か らアップロー ドする際 非常に長
　い時間を要 した。
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・iPhoneか らア ップ ロー ドで きなか った。
　 しか し,図7で 示す よ うに,1回 目のア ップ
ロー ドと比 較 して,2回 目のア ップロー ド操作
が簡単 に なった とい う者 は75.9%で あ り,多 く



































4.携 帯端末による録画 ・アップロー ド提出を
　振 り返って
4.1　 受信側(指 導者,サ ーバ管理者)の 問
　　 題点 とその解決に向けて
　 ネッ トワーク回線が遅いという点について,













プロー ドを試みた履修者が少な くとも4名 は存





　画面が白くな り,何 も表示 されない という現
象は,履 修者が使っているブラウザの文字コー
ドとサーバ側が利用する文字 コー ドが異なるた























わないが,ア ップロー ドに際 して戸惑い,「 苦
手である」「不安だ」 と思った者 もかな りいた
ようだ。
　デジタルカメラのSDカ ー ドに記録 した演奏
映像データをPCに コピーする方法がわ らかな
い,カ メラ本体 とPCを 専用USBケ ーブルで
つないで映像デー タをPCに コピー したことが
ない という履修者 も多かった。学生を観察して
い ると,マ イク,デ ジ タル ビデ オカメ ラ,
DVDデ ッキ,ス ピーカーなどをケーブルでつ
な ぐ作業 を不得手 とする者が大変多 く,マ ルチ
メデ ィアを取 り扱 うことへの"抵 抗感"が 大き
いG
　 しか し.1回 目のアップロー ドと比較 して,
2回 目のアップロー ド操作が簡単になったとい
う者が75.9%に 達 し,多 くの履修者がその操作
に慣れたことは一歩前進であった。「同級生に
ア ップロー ドしてもらった」 という者 もいたが,
それぞれの学生が撮影 した写真や映像 をPCで
編集 し,マ ルチメディアを用いて加工 を施 した
り,あ るいは遠隔にいる人と動画像をや り取 り























ア ップロー ド実践に取 り組む予定である。最近
では容量が小さくても高画質な映像 を撮影でき















使用 した演奏映像の録画 ・アップロー ド提出を
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註
1)教 材の入手や レポー トの提畠,掲 示板機能な
　　どを備えた本学が提供する授業補助サービス
2>ロ ーカルにあ る複数の端末間でデー タの共
　　有 ・同期 を実 現するオ ンライ ンス トレージ
　　サー ビスの1つ
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